











































































































































































若 し 果 た し て 然 ら ば 何 を 標
準 と し て 御 判 断 な さ れ 候 や 、
万 一 「 浮 雲 」 な れ ば 小 生 ま た 何 を か
l]日はん、
唯 屑 を す く め て 手 を 啓 く 有 ら ん の み 、




遂 に 失 翌 遂 に 堕 落 し た る 者 に 御 座 候
j





幼 稚 な 発 想 と 技 術 で 塗 り こ め 滑 稽 な 戯 酉 と
し て し ま っ た こ と へ の 嘆 声 が 響 い て い る 。
ei+-) 
「 浮 薬 」 第 二 編 は 、
第 一 編 末 尾 第 六 回 で の 「 明 後 日 」 を う け た




文 三 の 石 田 訪 問 、
お 勢 が 寝 る 時 、
文 三 を 「 何 故 ア ア 不 活
発 だ ろ う 」 と 考 え る こ と な ど
あり、




た 心 理 か ら す る 言 い 合 い に 及 ぶ 、
四 日 間 の 出 来 事 と し
て構成さ
れ
て い る 。
冒 頭 第 七 回 の 団 子 坂 の 飛 況 を 叙 し た く だ り の 中 に 、









て 拘 留 の
研
に 逢 い そ う な 毛 院
暴出
の政治家も
出 た 。 」 と シ
ニ カ ル な 一 行 が 挿 入 さ れ て い る 。
又 、
それに継いで、
婦 人 矯 風 会 、
官 貝 像 、
そ の 日 苓 ら し の 貧 民 等 の 様 相 が ス ケ ッ チ さ れ て い る 。
し か し 、
これらの「社会事象」が、












や が て 保 安 条 令 ( + 二 月 ） に
よ っ て 弾 圧 の 総 仕 上 げ の 憂 き 目 に 合 ｀ つー 一 八 八 七 年 後 半 の 発 展 のめどを失
っ た 社 会 に 投 げ ら れ た 二 菓 亭 の 不 信 、
ネ ガ テ イ プ な 主 体
の 固 執 の 姿 が あ る 。
以 下 、
十 一 回 目 ま で は 、
課 長 の 不 条 理 の 追 求| お 政 へ の
上 司 非
妥 協 の 闇 明 ー 老 母 •




是 非 利 害 を 捨 て 昇 に 屈 従 す る は 死 す と も 不 可 ・ ・ ・ こ の 剥 出 し
にされた非条理ぶりは、
も は や 封 建 的 リ ゴ リ ズ ム 以 外 の 何 物 で も
な い 。
お勢に
し て も 同 様 で 数 日 前 の 「 女 丈 夫」 は 、 「 十 一 月 五 B 」
に は 前 夜 お 政 に 言 い 含 め ら れ た 通
り、
昇 に 依 頻 し て 課 長 に 復 戦 運
動をす
ることを勧め、
か つ 昇 が 破 廉 恥 で も 卑 屈 で も な い こ
と、
た




観 念 性 の 封 建 的 な も の へ の 歪 曲 で あ る 限 り に お い て 、
お勢
は ま す ま す 観 念 に 見 態 さ れ た 、
少々派手好みのありきたりの「娘
気質」に遠元せざるを得ず、






















































































































































































































































































































































































































































































































だけでなく、鴫外にも違った形で出てくる。自分の内部生命を生かしていこうとすれば、他物と衝突する。そこで、太田は一香大耶なものを拾 る。それで社会的には自分を生かしてい 。（↓熊意味な一 ）
．文＝＿一の場合は、現実といつも食い違って遂に気が遠う。だが「算姫」
は、現実に選合し、自分を殺してしまう。文三は現実の敗者でも自分は信用出来たが、太田は自分の心を自分で信じられなくなるという悲劃といえる。（二十一）当時の文壇は 文芸革命家と て自他共に許す逍遥の所説ですら、根本の問題に少しも触れていない修辞論 、人生問題などは全く文学と没交渉と思わ ていた。（二十二）二葉亨B記の原文引用。参考文献
一、内田魯庵「おもひ出す人々」筑摩選書二、揖谷秀昭「二葉亭四迷と明治日本」文芸春秋社三、中村光夫「二葉亭四迷論」追路社四、中村光夫「日本の近代小説」岩波新密五、座該会「明治文学史」（柳田．勝本・猪野三氏編）岩波密店六、清水茂「浮雲論
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